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予 算 関 係
　○令和元年度一般会計及び特別会計補正予算概要� （単位：千円）

会　計　名 補正額 補正後の額 補正の主なもの
一 般 会 計 135,523 3,402,771 議会中継システム設置設定業務委託料� 2,178

役場庁舎耐震診断業務委託料� 3,813
プレミアム付商品券� 5,000
子育て支援システム改修委託料� 6,270
出産祝金・乳児おむつ購入費助成金� 2,070
ため池浸水想定区域図作成業務委託料等� 2,057
ICT環境機器リース料� 1,848
いまべつ総合体育館外構舗装補修工事� 1,100

国 保（ 事 業 勘 定 ） 12,312 450,278 繰出金� 1,184
国保（診療施設勘定） 6,062 144,461 診療所等屋根塗装工事� 1,000

繰出金� 5,062

後 期 高 齢 者 医 療 578 51,257 負担金� 523
介護（保険事業勘定） 9,368 532,389 還付金� 4,559

繰出金� 4,663
介護（サービス事業勘定） 4,672 23,553 繰出金� 140�
簡 易 水 道 事 業 5,724 97,630 繰出金� 5,553

第452回
９月定例会

　

第
４
５
２
回
定
例
会
が
令

和
元
年
９
月
10
日
招
集
さ
れ
、

９
月
12
日
ま
で
の
３
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
案
さ
れ
た
議
案
、
平
成

30
年
度
決
算
の
認
定
８
件
、

専
決
２
件
、
令
和
元
年
度
補

正
予
算
案
７
件
、
条
例
４
件

あ
わ
せ
て
21
議
案
に
つ
い
て

は
、
原
案
ど
お
り
認
定
・
承

認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
一
般
会
計
・

特
別
会
計
決
算
を
認
定

平成30年度　会計別の決算額
� （単位：千円）

一 般 会 計
歳 　 入 3,187,173
歳 　 出 3,061,547

国 保（ 事 業 ） 特 別 会 計
歳 　 入 451,946
歳 　 出 425,711

国 保（ 診 療 ） 特 別 会 計
歳 　 入 139,253
歳 　 出 134,191

後 期 高齢者医療特別会計
歳 　 入 42,568
歳 　 出 42,115

介 護（ 保 険 ） 特 別 会 計
歳 　 入 500,169
歳 　 出 499,697

介護（サービス）特別会計
歳 　 入 23,598
歳 　 出 18,924

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計
歳 　 入 142,410
歳 　 出 136,856

道 の 駅 事 業 特 別 会 計
歳 　 入 15,788
歳 　 出 15,788

決算報告をする米田代表監査委員
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一般質問

問
１
【
小
倉
議
員
】

（

要
旨）

風
船
ダ
ム
の
下
流

側
の
取
水
門
に
比
べ
て
取
水

口
が
狭
す
ぎ
る
。
同
時
に
側

溝
が
小
さ
す
ぎ
て
、
水
が
あ

ふ
れ
る
と
い
う
現
状
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
先
水
の
利
用

が
増
え
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

工
事
の
予
定
は
あ
る
の
か
。

答
弁
【
産
業
観
光
課
長
】

　
早
期
の
修
繕
計
画
は
な

い
が
、
今
後
必
要
な
も
の

と
考
え
る
。

（

要
旨）

　

今
後
、
基
盤
整
備
に
よ
る

大
区
画
水
田
及
び
用
排
水
路

が
整
備
さ
れ
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
こ
れ
か
ら
の
必
要
水

量
も
含
め
て
関
係
者
と
協
議

の
上
、
水
路
の
断
面
変
更
も

必
要
に
な
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
１
再
質
問

【
小
倉
議
員
】

（

要
旨）

ほ
場
整
備
が
始
ま

る
と
、
今
の
水
の
量
で
は
足

り
な
い
と
思
わ
れ
る
。
水
の

取
入
れ
口
と
側
溝
を
ひ
と
回

り
大
き
く
し
て
欲
し
い
。
農

家
の
皆
さ
ん
の
安
心
の
た
め

に
も
、
ほ
場
整
備
が
始
ま
る

前
に
、
工
事
を
お
願
い
し
た

い
。答

弁
【
産
業
観
光
課
長
】

（

要
旨）

基
盤
整
備
が
始
ま

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
用
排
水

路
の
勾
配
等
も
計
算
し
た
上

で
詳
細
設
計
が
入
っ
て
、
運

用
に
必
要
な
水
量
が
確
定
次

第
、
こ
れ
ら
の
部
分
に
つ
い

て
必
要
に
応
じ
て
改
修
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。問

２
【
小
倉
議
員
】

（

要
旨）

時
化（

し
け）

の

た
び
に
斜
路
を
超
え
て
波
が

押
し
寄
せ
、
危
険
な
時
が
あ

る
と
聞
い
て
い
る
。

　

沖
側
に
波
消
し
ブ
ロ
ッ
ク

等
の
要
望
を
お
願
い
し
た
い
。

答
弁
【
産
業
観
光
課
長
】

　

関
係
者
及
び
県
と
協
議

の
上
、
検
討
し
た
い
。

（

要
旨）

　

大
泊
地
区
中
央
部
に
あ
る

斜
路
護
岸
に
つ
い
て
は
、
最

近
の
波
浪
情
報
を
確
認
し
、

関
係
者
と
協
議
の
上
必
要
な

対
策
を
検
討
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

奥
平
部
地
区
の
斜
路
護
岸

に
つ
い
て
は
、
地
区
及
び
漁

協
か
ら
の
要
望
が
提
出
さ
れ

て
い
な
い
場
所
の
た
め
、
事

業
主
体
で
あ
る
県
な
ど
と
連

携
し
、
時
化
の
多
い
時
期
に

調
査
を
進
め
て
対
応
を
協

議
・
検
討
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

問
２
再
質
問

【
小
倉
議
員
】

　

こ
の
斜
路
護
岸
の
ほ
か
に

も
波
の
上
が
っ
て
い
る
場
所

は
把
握
し
て
い
る
か
。

答
弁
【
産
業
観
光
課
長
】

（

要
旨）

今
、
離
岸
堤
の
設

置
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る

山
崎
か
ら
大
泊
の
海
岸
、
袰

月
地
区
の
離
岸
堤
の
老
朽
化

も
含
め
て
、
確
認
し
て
い
ま

す
。

問
３
【
小
倉
議
員
】

　

あ
ま
り
に
も
高
さ
が
あ
り

見
え
に
く
い
と
い
う
苦
情
が

多
い
。
高
さ
を
変
え
る
な
ど

の
対
応
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
。答

弁
【
産
業
観
光
課
長
】

　

現
状
の
高
さ
で
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
。

（

要
旨）

　

い
ま
べ
つ
牛
は
黒
毛
和
種

で
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
も
黒
系

塗
料
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、

背
景
と
な
る
森
林
の
深
緑
と

同
化
す
る
部
分
で
見
え
に
く

い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

占
有
許
可
を
受
け
る
段
階

で
、
構
造
や
強
度
、
冬
期
間

の
除
雪
障
害
、
道
路
標
識
等

へ
の
安
全
対
策
を
勘
案
し
て

許
可
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

こ
の
設
置
内
容
の
変
更
に
は

相
当
の
経
費
も
生
じ
る
こ
と

か
ら
、
現
状
で
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
４
【
小
倉
議
員
】

①�　

現
在
ど
の
よ
う
な
方
法

　

９
月
定
例
会
で
は
、
４
人

の
議
員
が
登
壇
し
、
当
面
す

る
町
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
、

町
執
行
部
の
考
え
を
問
い
た

だ
し
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内

容
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

小
倉
　
潤
二 

議
員

問
１�

：
大
川
平
、
二
股
間

の
水
路
に
つ
い
て

問
２�

：
大
泊
・
奥
平
部
地

区
の
斜
路
護
岸
に
つ

い
て

問
３�

：
母
沢
駐
車
帯
の
牛

の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に

つ
い
て

問
４�

：
ウ
ニ
の
残
渣
(
ざ

ん
さ
)
に
つ
い
て
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で
処
理
を
し
て
い
る
か
。

②�　

こ
れ
か
ら
先
の
残
渣
の

処
理
対
策
を
伺
い
た
い
。

答
弁
【
産
業
観
光
課
長
】

①�　

洗
浄
後
に
数
日
間
の
天

日
干
し
で
水
分
と
塩
分
を

除
去
し
、
乾
燥
と
無
臭
を

確
認
後
、
細
か
く
粉
砕
し

て
今
別
地
区
環
境
セ
ン

タ
ー
に
有
料（

10�

kg
当
た

り
30
円）

で
引
き
取
り
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

②�　

関
係
法
令
を
遵
守
し
た

上
で
、
関
係
者
と
協
議
し

な
が
ら
必
要
な
措
置
を
講

じ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問
４
再
質
問

【
小
倉
議
員
】

　

今
の
施
設
が
な
く
な
っ
た

場
合
、
そ
の
後
ど
う
い
う
ふ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁
【
産
業
観
光
課
長
】

（

要
旨）

今
の
最
終
処
分
場

に
つ
い
て
は
机
上
で
は
３
～

４
年
で
満
杯
に
な
る
計
算
で

す
の
で
、
そ
の
前
段
階
で
青

森
市
と
協
議
に
入
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ウ
ニ
の
殻
に
つ

い
て
は
一
般
廃
棄
物
で
、
家

庭
の
ゴ
ミ
と
同
じ
よ
う
な
扱

い
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

問
１
【
太
田
議
員
】

　

今
後
の
事
業
計
画
を
確
認

し
た
い
。
一
部
工
事
が
完
了

し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
残
り

の
横
断
側
溝
に
つ
い
て
今
後

改
修
の
予
定
は
あ
る
の
か
。

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が
剥
が
れ
て

い
る
箇
所
が
あ
る
が
、
現
場

を
確
認
し
て
い
る
の
か
。
で

き
れ
ば
早
急
に
修
理
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

太
田
　
英
一 

議
員

問
１�

：
町
道
大
川
平
中
町

線
の
道
路
横
断
側
溝

に
つ
い
て

問
２�

：
浜
名
地
区
の
道
路

改
修
に
つ
い
て

問
３�

：
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
つ
い
て

答
弁
【
建
設
水
道
課
長
補
佐
】

　

当
該
箇
所
は
今
年
度
中

改
修
予
定
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
計
画
的

に
実
施
し
て
お
り
、
今
年
度

中
に
は
当
該
箇
所
も
改
修
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
路
線
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が

剥
が
れ
て
い
る
場
所
に
つ
い

て
も
、
舗
装
補
修
で
対
応
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
１
再
質
問

【
太
田
議
員
】

（

要
旨）

舗
装
し
て
段
差
を

解
消
す
る
と
い
う
よ
う
に

（

答
弁
を）

受
け
止
め
た
が
、

側
溝
の
面
と
道
路
の
舗
装
面

は
３
cm
く
ら
い
段
差
が
あ
り
、

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
舗
装
す
る

と
す
ぐ
剥
が
れ
る
気
が
す
る
。

剥
が
れ
た
ら
ま
た
補
修
、
を

繰
り
返
す
と
い
う
こ
と
か
。

答
弁
【
総
務
課
長
】

　

今
現
状
で
出
来
る
の
は
簡

単
な
補
修
で
、
段
差
を
で
き

る
だ
け
少
な
く
す
る
補
修
は

い
た
し
ま
す
。
剥
が
れ
た
場

合
は
再
度
補
修
す
る
よ
う
に

計
画
し
て
お
り
ま
す
。

問
２
【
太
田
議
員
】

　

昨
年
度
一
部
改
修
さ
れ
た

浜
名
地
区
の
道
路
改
修
は
、

今
後
継
続
す
る
の
か
。
砂
利

敷
き
を
要
す
る
所
が
ま
だ

残
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
早
急

に
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
弁
【
総
務
課
長
】

　

今
後
の
予
算
執
行
状
況
を

見
て
協
議
し
ま
す
。

問
２
再
質
問

【
太
田
議
員
】

　

現
状
、
概
算
で
ど
の
く
ら

い
か
か
る
の
か
確
認
し
た
が
、

20
万
前
後
で
砂
利
敷
き
だ
け

で
あ
れ
ば
で
き
る
よ
う
な
の

で
、
で
き
れ
ば
雪
が
降
る
前

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
。
総
務
課
で
見
積
を
取
る

な
り
し
て
、
施
工
可
能
時
期

等
、
回
答
し
て
い
た
だ
き
た

い
。答

弁
【
総
務
課
長
】

　

雪
が
降
る
前
に
は
結
論
を

出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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問
３
【
太
田
議
員
】

　

前
に
も
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
更
新
等
を
お
願
い
し
て
、

以
前
の
大
分
古
い
内
容
か
ら

新
し
い
内
容
に
変
更
は
さ
れ

た
よ
う
だ
が
、
以
前
と
比
べ

て
の
反
応
や
反
響
、
観
光
客

の
動
向
に
つ
い
て
把
握
し
て

い
る
数
値
が
あ
っ
た
ら
お
聞

き
し
た
い
。
今
後
の
更
新
予

定
な
ど
も
併
せ
て
伺
い
た
い
。

答
弁
【
総
務
課
長
】

　

以
前
よ
り
見
や
す
く
な
っ

た
と
い
う
声
を
い
た
だ
い
た
。

観
光
客
の
動
向
に
つ
い
て
の

数
値
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
３
再
質
問

【
太
田
議
員
】

（

要
旨）

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の

画
面
が
あ
ま
り
に
事
務
的
で
、

入
り
づ
ら
い
雰
囲
気
で
あ
る
。

観
光
に
力
を
入
れ
る
町
な
ど

は
、
ト
ッ
プ
に
写
真
を
使
っ

た
り
す
る
こ
と
が
多
く
見
受

け
ら
れ
る
が
、
最
初
の
入
り

口
で
気
を
引
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
新
幹
線
な
り
高
野

崎
な
り
今
別
の
特
長
を
持
っ

た
、
興
味
を
誘
う
よ
う
な
入

り
口
を
作
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
う
。

答
弁
【
総
務
課
長
】

　

分
か
り
や
す
く
見
や
す
い

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
辺

も
今
後
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

問
１
【
成
田
議
員
】

　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
な
ど

低
所
得
者
を
救
済
す
る
措
置

が
あ
る
が
、
ほ
か
に
も
町
で

は
何
か
救
済
措
置
を
講
じ
る

の
か
伺
い
た
い
。

答
弁
【
町
民
福
祉
課
長
】

　

国
の
施
策
と
し
て
介
護

保
険
料
の
減
額
が
あ
る
。

成
田
　
精
市 

議
員

問
１�

：
10
%
の
消
費
税
増

税
と
な
る
中
、
町
民

に
対
す
る
優
遇
措
置

に
つ
い
て

問
２�

：
空
き
家
バ
ン
ク
等

の
整
備
に
つ
い
て

問
３�

：
公
共
施
設
標
識
案

内
板
の
整
理
に
つ
い

て

　

現
在
の
保
険
料
低
所
得
３

段
階
に
つ
い
て
、
本
人
負
担

が
減
額
に
な
り
ま
す
。

問
１
再
質
問

【
成
田
議
員
】

（

要
旨）

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
と
似
た
も
の
で
、
今
別

町
で
は
い
ま
べ
つ
共
通
商

品
券
と
い
う
も
の
が
あ
る

が
、
１
，
１
５
０
セ
ッ
ト
で

終
わ
り
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

町
民
全
体
を
考
え
た
場
合
、

も
っ
と
い
い
方
法
は
な
か
っ

た
も
の
か
。

答
弁
【
町
民
福
祉
課
長
】

　

消
費
税
増
税
に
係
る
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
に
つ
い
て
は
、

国
の
施
策
で
あ
る
た
め
、
町

の
ほ
う
で
も
そ
の
方
針
に

従
っ
て
実
施
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

問
２
【
成
田
議
員
】

　

空
き
家
で
も
質
の
良
い
再

利
用
可
能
な
空
き
家
と
、
倒

壊
の
危
険
性
が
あ
る
空
き
家

に
分
か
れ
る
と
思
う
が
、
後

者
の
処
理
は
進
ん
で
い
る
の

か
。

答
弁
【
総
務
課
長
】

　

倒
壊
の
危
険
性
の
あ
る

空
き
家
に
つ
い
て
は
、
持

ち
主
等
へ
の
撤
去
の
連
絡

を
し
て
い
る
が
、
な
か
な

か
連
絡
が
取
れ
な
い
状
況

で
あ
る
。

　

現
在
、
町
内
の
空
き
家
を

業
者
に
調
査
依
頼
し
て
お
り
、

報
告
書
が
提
出
さ
れ
る
の
が

令
和
２
年
１
月
に
な
っ
て
い

ま
す
。
提
出
さ
れ
る
報
告
書

を
活
用
し
、
今
後
も
空
き
家

対
策
に
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
３
【
成
田
議
員
】

　

大
川
平
地
区
か
ら
二
股
地

区
の
県
道
上
に
設
置
さ
れ
て

い
る
道
の
駅
い
ま
べ
つ
標
識

や
電
柱
に
取
り
付
け
て
い
る

北
海
道
新
幹
線
奥
津
軽
い
ま

べ
つ
駅
標
識
な
ど
が
樹
木
の

枝
等
に
よ
っ
て
見
え
に
く
く

な
っ
て
い
る
。
町
か
ら
設
置

管
理
者
へ
改
善
を
働
き
か
け

て
も
ら
い
た
い
。
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答
弁
【
企
画
財
政
課
長
】

　

現
在
、
樹
木
の
枝
の
伐

採
を
県
に
要
望
し
て
い
る
。

　

道
の
駅
い
ま
べ
つ
、
奥
津

軽
い
ま
べ
つ
駅
標
識
に
つ
き

ま
し
て
も
、
状
況
を
伝
え
、

改
善
す
る
よ
う
に
要
望
し
て

行
き
ま
す
。
ま
た
、
町
が
設

置
し
て
い
る
標
識
に
つ
い
て

も
、
地
権
者
等
を
確
認
し
、

伐
採
等
を
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
１
【
田
中
議
員
】

　

昨
年
度
と
今
年
度
の
工
事

受
注
者
が
偏
っ
て
い
る
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
。
も
う
一

つ
、
中
学
校
校
長
住
宅
の
屋

根
塗
装
工
事
発
注
に
つ
い
て

は
、
当
初
予
算
に
計
上
さ
れ

て
い
た
の
か
、
答
弁
を
求
め

る
。答

弁
【
建
設
水
道
課
長
補
佐
】

　

入
札
は
予
定
価
格
の
制
限

範
囲
内
で
落
札
し
た
者
と
締

結
し
て
い
る
の
で
、
結
果
的

に
偏
っ
て
見
え
る
の
で
は
。

田
中
　
哲
也 

議
員

問
１�

：
普
通
建
設
事
業
等
の

工
事
発
注
に
つ
い
て

問
２�

：
職
員
の
体
制
に
つ
い

て

　

当
町
の
入
札
は
、
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
者
の
中
か

ら
指
名
す
る
、
指
名
競
争
の

方
法
に
よ
っ
て
競
争
さ
せ
、

相
手
方
を
決
定
、
契
約
を
締

結
し
て
お
り
ま
す
。

答
弁
【
教
育
課
長
】

　

当
初
予
算
、
教
育
費
教
員

住
宅
管
理
費
需
用
費
の
修
繕

料
に
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
２
【
田
中
議
員
】

①�　

平
成
30
年
4
月
1
日
と

令
和
元
年
8
月
末
日
の
正

規
職
員
の
人
数
と
年
齢
構

成
を
教
え
て
欲
し
い
。

②�　

先
の
６
月
議
会
で
答
弁

に
あ
っ
た
、
次
点
登
録
制

度
と
は
ど
の
よ
う
な
制
度

か
示
し
て
ほ
し
い
。

答
弁
【
総
務
課
長
】

①�　

平
成
30
年
4
月
1
日
付
、

職
員
は
60
人
、
20
代
が
18

人
、
30
代
14
人
、
40
代
7

人
、
50
代
15
人
、
60
代
6

人
で
す
。
令
和
元
年
8
月

末
日
は
、
職
員
59
人
、
20

代
16
人
、
30
代
12
人
、
40

代
12
人
、
50
代
10
人
、
60

代
9
人
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

②�　

６
月
定
例
会
に
お
い
て
、

次
点
登
録
と
は
言
っ
て
お

り
ま
す
が
、
登
録
制
度
と

は
言
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

�　

こ
こ
数
年
、
３
人
の
新

規
採
用
職
員
が
採
用
後
１

～
２
年
で
退
職
し
て
お
り
、

そ
の
後
の
事
務
に
支
障
を

来
た
す
た
め
、
平
成
30
年

度
職
員
採
用
試
験
受
験
者

で
、
採
用
に
至
ら
な
か
っ

た
方
の
中
か
ら
、
１
名
を

次
点
登
録
し
て
い
た
も
の

で
す
。

問
２
再
質
問

【
田
中
議
員
】

　

そ
ろ
そ
ろ
町
の
職
員
採
用

試
験
１
次
試
験
、
今
月
や
る

と
思
う
が
大
体
何
人
く
ら
い

の
試
験
申
込
が
あ
る
の
か
。

答
弁
【
総
務
課
長
補
佐
】

　

今
の
段
階
で
人
数
ま
で
は

公
表
で
き
ま
せ
ん
。
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【
両
常
任
委
員
会
視
察
研
修
】

　

６
月
26
日
～
28
日
、
産
業

建
設
・
総
務
文
教
両
常
任
委

員
会
に
よ
る
視
察
研
修
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
26
日
、
県
選
出
国
会

議
員
を
表
敬
訪
問
し
意
見
交

換
を
行
っ
た
後
、
京
都
府
選

出
で
元
国
土
交
通
官
僚
の

足
立
敏
之
参
議
員
と
面
会

し
、
津
軽
半
島
循
環
道
路
の

整
備
に
つ
い
て
の
助
言
を
頂

き
ま
し
た
。
ま
た
当
日
は
第

１
９
８
回
通
常
国
会
の
会
期

最
終
日
で
あ
っ
た
た
め
、
本

会
議
を
傍
聴
す
る
こ
と
が
で

き
、
た
い
へ
ん
貴
重
な
体
験

が
で
き
ま
し
た
。

　

６
月
27
日
、
京
都
府
南
山

城
村
へ
視
察
研
修
に
伺
い
ま

し
た
。
南
山
城
村
は
、
京
都

府
内
の
品
評
会
で
19
年
連
続

１
位
と
い
う
宇
治
茶
の
生
産

地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
同
村
は
、
今
別
町
と
同

じ
く
高
齢
化
が
進
み
、
同
様

の
人
口
推
移
を
た
ど
っ
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
は
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
に
よ
っ
て
移
住
候

補
地
と
し
て
全
国
か
ら
注
目

が
集
ま
っ
て
い
る
村
で
す
。

わ
が
町
の
全
国
町
村
消
滅
ラ

ン
キ
ン
グ
は
３
位
、
わ
た
し

た
ち
議
員
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
行
政
側
に
於
い
て
も
、

も
っ
と
危
機
感
を
持
っ
て
人

口
増
加
対
策
を
行
う
必
要
が

あ
る
と
思
わ
さ
れ
た
視
察
研

修
で
し
た
。

（
総
務
文
教
常
任
委
員
長

�

小
倉
潤
二
）

青森県選出衆議員 江渡聡徳議員との意見交換

元国土交通官僚足立敏之参議員から助言を受ける

南山城村職員の説明を受ける

南山城村の道の駅の視察
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６
月
27
日
、
滋
賀
県
大
津

市
の
陸
上
養
殖
事
業
を
視

察
し
ま
し
た
。
大
津
市
で

は
、
ま
ち
づ
く
り
会
社
ウ
ィ

ル
ス
テ
ー
ジ
が
、
独
自
技
術

を
使
っ
て
陸
上
で
の
ト
ラ
フ

グ
養
殖
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
養
殖
事
業

は
、
水
を
排
出
せ
ず
に
、
特

許
技
術
に
よ
っ
て
水
が
浄
化

さ
れ
、
そ
の
水
を
巡
回
す
る

こ
と
で
魚
類
が
元
気
に
な
っ

た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
た

も
の
で
す
。
こ
の
特
許
技
術

に
よ
る
水
質
浄
化
で
、
こ
れ

ま
で
京
都
の
平
等
院
、
鎌
倉

の
円
覚
寺
、
皇
居
外
苑
日
比

谷
濠
な
ど
の
水
質
改
善
を

行
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。
現

在
は
ト
ラ
フ
グ
１
、５
０
０

匹
を
育
て
て
お
り
、
通
常
は

出
荷
す
る
ま
で
２
年
の
と
こ

ろ
を
、
こ
の
技
術
に
よ
り
半

分
の
１
年
で
出
荷
が
で
き
、

ま
た
、
完
全
閉
鎖
方
式
の
た

め
、
寄
生
虫
等
の
心
配
が
な

く
、
薬
剤
等
の
使
用
が
一
切

な
い
た
め
安
全
で
、
コ
ス
ト

面
に
お
い
て
も
他
の
養
殖
事

業
と
比
べ
て
も
３
分
１
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
サ
ー
モ
ン
養

殖
に
取
り
組
む
当
町
に
と
っ

て
、
養
殖
事
業
の
見
識
を
深

め
る
意
味
で
も
、
大
変
有
意

義
な
視
察
で
あ
り
ま
し
た
。

（
産
業
建
設
常
任
委
員
長

�

田
中
哲
也
）

【
両
常
任
委
員
会
視
察
研
修
】

㈱ウィルステージのトラフグ養殖施設を視察する議員

特許技術による水質浄化の様子
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【
令
和
元
年
度
成
人
式
】

　

令
和
元
年
８
月
14
日
、
今

別
町
公
民
館
に
て
、
10
名
の

新
成
人
を
迎
え
た
成
人
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
町
長
、
議

会
議
長
始
め
ご
来
賓
の
方
々

の
祝
辞
の
後
、
出
席
し
た
議

員
か
ら
一
言
ず
つ
お
祝
い
の

言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
新

成
人
た
ち
の
ス
ピ
ー
チ
で

は
、
現
在
の
職
場
や
学
校
の

こ
と
、
将
来
の
夢
な
ど
が
語

ら
れ
ま
し
た
。
昨
今
の
新
成

人
と
い
え
ば
、
ニ
ュ
ー
ス
等

で
見
ら
れ
る
お
騒
が
せ
成
人

式
が
思
い
浮
か
び
ま
す
が
、

そ
ん
な
連
想
を
恥
じ
て
し
ま

う
ほ
ど
、
皆
誠
実
な
ス
ピ
ー

チ
で
し
た
。
新
成
人
た
ち
の

未
来
が
幸
多
か
ら
ん
こ
と
を

願
い
ま
す
。

新成人へ祝辞を述べる本郷議長
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[

行
政
説
明
会]

　

９
月
６
日
、
行
政
説
明
会

が
開
催
さ
れ
、
行
政
側
か
ら

議
員
に
対
し
て
町
有
財
産

（
ケ
ビ
ン
ハ
ウ
ス
）
の
処
分

並
び
に
９
月
議
会
定
例
会
の

【
第
38
回
今
別
町
社
会
福
祉
大
会
と
令
和
元
年
度
敬
老
の
集
い
】

　

９
月
18
日
い
ま
べ
つ
総
合

体
育
館
に
お
い
て
、
第
38
回

今
別
町
社
会
福
祉
大
会
及
び

令
和
元
年
度
敬
老
の
集
い
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
の

式
典
で
は
１
０
０
歳
を
迎
え

る
お
二
方
を
始
め
、

金
婚
式
を
迎
え
る

ご
夫
婦
な
ど
町
内

の
ご
長
寿
の
方
々

に
賞
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

提
出
議
案
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
案
件

に
つ
い
て
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

いつまでも元気で長生きして下さい！

来場したご長寿の方々へ祝辞を述べる議長
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【
い
ま
べ
つ
秋
ま
つ
り
】

　

９
月
2９
日
、
い
ま
べ
つ
総

合
体
育
館
お
祭
り
広
場
に
お

い
て
、
第
１2
回
い
ま
べ
つ
秋

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

準
備
中
は
開
催
も
危
ぶ
ま
れ

る
ほ
ど
の
土
砂
降
り
で
し
た

が
、
祭
り
開
始
時
刻
に
な
る

と
晴
れ
間
が
広
が
り
、
た
く

さ
ん
の
お
客
様
が
来
場
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

今
別
・
大
川
平
地
区
の
荒

馬
踊
り
や
手
踊
り
、
北
海
道

の
よ
さ
こ
い
、
歌
謡
シ
ョ
ー

な
ど
演
芸
の
催
し
物
の
ほ

か
、
地
元
で
採
れ
た
サ
ツ
マ

イ
モ
や
一
球
入
魂
カ
ボ
チ
ャ

　

各
販
売
ブ
ー
ス
で
は
、
地

元
の
農
産
物
や
海
産
物
、
料

理
、
い
ま
べ
つ
牛
肉
な
ど
が

販
売
さ
れ
、
い
ず
れ
も
好
調

な
売
れ
行
き
を
み
せ
て
い
ま

し
た
。
祭
り
開
始
時
刻
前
か

ら
長
い
行
列
を
作
っ
て
い
た

い
ま
べ
つ
牛
肉
販
売
ブ
ー
ス

詰
め
放
題
と
い
っ
た
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
時

折
強
い
に
わ
か
雨
が
振
る

中
、
熱
心
に
観
覧
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
お
客
様
を
大
い

に
沸
か
せ
て
い
ま
し
た
。

で
は
、
用
意
さ
れ
た
牛
肉
は

完
売
、
天
候
に
は
恵
ま
れ
な

か
っ
た
も
の
の
、
最
後
ま
で

客
足
は
途
切
れ
る
こ
と
な

く
、
令
和
元
年
度
の
い
ま
べ

つ
秋
ま
つ
り
は
盛
況
の
う
ち

に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

開会セレモニーでの町長挨拶

袋が破れないように…
一球入魂カボチャ詰め放題

いまべつ牛販売大盛況

賑わう販売ブース

華麗な荒馬の舞
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議会を傍聴しませんか

　町の動きを知るよい機会です。

　多くの方が町政に関心を持ち、議会を傍聴す

ることが議会活性化の一つです。

　みなさんの傍聴をお待ちしております。

　※傍聴される方へお願い

　�　本会議中の録音、写真撮影は今別町議会傍

聴人規則第９条により禁止されています。

　　ご協力のほどよろしくお願いします。

　　（詳しくは　議会事務局まで）

ＴＥＬ　０１７４－35－2００１

議
会
広
報
委
員
会

委 

員 

長�

：�

太
田　

英
一

副
委
員
長
：�

小
倉　

潤
二

委　
　

員�

：
田
中　

哲
也

９
月

　

６
日　

議
会
運
営
委
員
会
・
行
政
説
明
会

　

８
日　

荒
馬
の
里
マ
ラ
ソ
ン

　

10
～
13
日　

第
４
５
２
回
９
月
定
例
会
開
催

　

18
日　

社
会
福
祉
大
会
及
び
令
和
元
年
度
敬
老
の
集
い
（
６
議
員
出
席
）

　

20
日　

例
月
出
納
検
査

　

24
日　

議
会
広
報
委
員
会

　

29
日　

い
ま
べ
つ
秋
ま
つ
り
（
５
議
員
出
席
）

　

30
日　

青
森
県
広
域
事
務
組
合
総
会
（
２
議
員
出
席
）

�

10
月

　

２
日　

東
郡
議
長
・
事
務
局
長
会
議
（
議
長
・
事
務
局
出
席
）

　

９
～
10
日　

東
郡
正
副
議
長
研
修
視
察
（
議
長
・
副
議
長
出
席
）

　

15
日　

議
会
広
報
委
員
会

　

17
～
18
日　

青
森
県
町
村
議
会
議
長
会
70
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
（
議
長
出
席
）

　

20
日　

今
別
中
学
校
文
化
祭
（
副
議
長
出
席
）

　

21
日　

例
月
出
納
検
査

　

24
日　

定
期
監
査
（
教
育
委
員
会
関
係
）

　

26
日　

今
別
小
学
校
学
習
発
表
会
（
議
長
出
席
）

　

28
日　

議
会
広
報
委
員
会

　

30
日　

正
副
議
・
事
務
局
長
研
修
（
正
副
議
長
・
事
務
局
長
出
席
）

　

31
～
11
月
１
日　

全
国
監
査
委
員
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
代
表
監
査
委
員
・
議
会
選
出
監
査
委
員
出
席
）

議　

会　

の　

動　

き　
元
年
９
月
１
日
～
10
月
31
日

　

残
暑
が
厳
し
か
っ
た
夏
も
終
わ

り
、
実
り
の
秋
・
食
欲
の
秋
を
迎

え
ま
し
た
。
一
雨
一
雨
気
温
も
下

が
り
、
朝
晩
は
す
っ
か
り
寒
く
な

り
、
冬
の
足
音
が
聞
こ
え
て
く
る

今
日
こ
の
頃
、
町
民
の
皆
様
は
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
季

節
の
変
わ
り
目
、
体
調
管
理
に
は

十
分
ご
留
意
さ
れ
、
健
康
で
楽
し

い
生
活
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
か
ら
令
和
へ
と
元
号
も
変

わ
り
、
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
２
ヶ

月
を
切
り
ま
し
た
。
月
日
が
経
つ

の
は
本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
で
す

ね
。
令
和
元
年
も
皆
様
に
と
っ
て

良
い
年
で
終
わ
れ
ま
す
よ
う
に
！

そ
し
て
令
和
２
年
を
笑
顔
で
迎
え

ら
れ
ま
す
よ
う
に
！

　

令
和
２
年
も
良
い
町
づ
く
り
を

目
指
し
、
町
民
、
町
、
町
議
会
が

一
体
と
な
っ
て
取
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
町
民
皆
様
方
か

ら
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
元
年

　
　
　

議
会
広
報
委
員

�

　

田
中　

哲
也

編

集

後

記
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